
暑かった夏も終わり

朝夕にはすっかり秋の風を感じ、

過ごしやすい時期を迎えました。

食欲の秋、スポーツの秋、芸術の秋を存分に満喫しましょう

今月のおすすめ

『ぼく モグラ キツネ

馬』
著：チャーリー・マッケジー

訳：川村 元気

出版社：飛鳥新社

『ぼうしかぶって』
作・絵：三浦太郎
出版社：童心社

しばらくの間Ｒホールでの乳幼児親子の読み聞かせ会はおやすみ

梟の会でも交流を重ねている はたこうしろうさ

んの講演会です。

日時 令和３年１０月３１日（日）

場所 倉吉交流プラザ２階視聴覚ホールにて

主催 倉吉市立図書館

定員 ８０名

参加費 無料

１０月１日より受付開始です。

0858-47-1183へ

絵本のある生活を

ご連絡ごとはこちらへ。

℡0858-22-0351

たべものがおいしい季節。

やさいさんやくだものさんはぼう

しをかぶるのがすき。

すてきなぼうしをかぶって

「いってきまーす」

1ページ1ページ、ページを

めくるごとに、奥深い言葉に

気づかされる会話に親子で

癒される一冊です。

「かしこく食育」
管理栄養士 石賀安枝さん 日本海新聞連載中です。

ローリングストックについてのお話。実は、特別に備蓄しなくても

どこのお家にもあるものが優れた「循環備蓄品」なのだそうです。

それはお米。新米の季節。お米の美味しさ実感しながら、無駄

なく健康に、備蓄品考えてみませんか？

はたこうしろうさん講演会のお知らせ

「ほん よんで～」
赤ちゃんの言葉は、「あー、あー、うー、うー」と声が出せるようになったなあと思ったら、それが

次第に「パパ、ママ、わんわん」等と意味のある言葉になってきて、「あった」「ないない」等もわ

かるようになってきます。話せる言葉が増えてきたら、今度は、言葉と言葉をくっつけて「わんわ

ん きた」等と２つの言葉をくっつけてお話しできるようになります。小さい子どもと一緒に生活し

ていると、聞いてわかる言葉はさらに多いと気づかされるのは皆さんもご存じのとおりです。

だからね、絵本なんてまだ無理よなんて思うのはとてももったいない！

だって、感じているもの！

この本は何才からなんて気にせず、

一緒に楽しめそうな本を選んでくださいね。

絵本を自然に手に取って、

「おんで～（読んで～）」とひざの中に入ってくる。

ぬくぬく！ふわふわ！

そんな久しぶりの感触を、孫育ての中で感じさせてもらいました。

ｂｙ たんたんばあば


